
・コーディネーター連絡会において、情報交換を
図り、活動の活性化に努めている。
・SNSを活用し、円滑な情報共有が図られている。
・市長部局と連携して開催した「ぎのわん地域づく
り塾」にコーディネーターが積極的に参加し、地域
のことについて、学び合いを深めている。

◆成果と課題
〇【コ】コーディネーター間においてSNS等の活用により情報共有がスムーズになってい
る。また、コーディネーター間のサポートも増えてきている
○【教委】一部の地域コーディネーター未配置校においては、統括コーディネーターととも
に情報・意見交換するなかで、配置の見込みが立てられた。
△【教委】地域学校協働活動の目的や手法など、学校、教育委員会、コーディネーター間
で、共通認識を持つよう努めながら、取り組む必要がある。

令和５年度　宜野湾市

地域学校
協働本部名

宜野湾市地域学校協働本部

小学校９校
（普天間小学校、普天間第二小学校、大山小学校、大謝名小学校、嘉数小学校、志真
志小学校、宜野湾小学校、長田小学校、はごろも小学校）
中学校４校
（普天間中学校、真志喜中学校、嘉数中学校、宜野湾中学校）

◆代表的・特徴的な活動
特別支援学級イベントサポート
低学年水泳学習サポート
新小学1年制給食配膳サポート
学校・PTA連携事業協力
式典会場の飾りつけ
野菜づくり指導
大綱引き校内ポスターコンクール
教室に入れない児童の見守り
校内耕運作業
新入生へのお祝い配付
新体力テストサポート
健診サポート
着衣泳指導
楽器指導
環境講話
戦跡フィールドワーク
災害講話
校区探検見守り
語学・文化交流支援
生徒会地域ボランティア支援
不登校傾向生徒の体験活動
職場体験受け入れ先発掘
ミシン補助
職業人講話
読み聞かせ

◆工夫していること

ぎのわん地域づくり塾

語学・文化交流

校区探検見守り

環境講話


